
お役に立ちますＪＴＢ旅連事業　

年月から
新Ｃ→ＲＥＸを始動
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　ＪＴＢ旅連事業は、「ＪＴＢ旅ホ連
会員の皆さまの安心をサポート」「Ｊ
ＴＢ旅ホ連の『宿泊増売』をバックア
ップ」を基本理念に、①会員に役立つ
サービス事業の推進②旅ホ連活動の強
化に向けた支援③ＪＴＢグループの一
員としての貢献 を進めている。中
心となる事業にスポットをあてた。

　
保
険
の
内
容
は
な
か
な
か

理
解
し
に
く
い
も
の
。
そ
こ

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
無

料
で
応
じ
て
く
れ
る
の
が
、

保
険
相
談
室
だ
。
そ
の
役
割

な
ど
を
室
長
に
聞
い
た
。

　

相
談
室
の
役
割
は
。

　
保
険
金
の
請
求
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
事
故
で
保
険
金
を

請
求
で
き
る
の
か
、
金
額
は

い
く
ら
か
、
ど
の
よ
う
な
手

続
き
が
必
要
な
の
か
な
ど
の

相
談
に
対
し
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
部
署
と
理
解
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
事
故
を
想
定
し
た

と
き
に
、
ど
の
保
険
に
加
入

し
て
お
く
べ
き
か
な
ど
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
会
員
の
要
望
を
反
映
さ

せ
た
保
険
の
開
発
に
向
け

て
、
ニ
ー
ズ
を
収
集
す
る
窓

口
に
も
な
っ
て
い
る
。
ト
コ

ジ
ラ
ミ
駆
除
費
用
保
険
や
訪

日
外
国
人
医
療
通
訳
保
険

は
、
そ
う
し
た
要
望
に
応
え

て
開
発
さ
れ
た
保
険
だ
。

　

賠
償
責
任
保
険
の
留

意
点
は
。

　
施
設
側
に
賠
償
責
任
が
生

じ
な
い
と
保
険
金
の
請
求
は

で
き
な
い
。
お
客
さ
ま
が
転

ん
で
け
が
を
し
た
場
合
な
ど

は
、
施
設
側
の
責
任
の
有
無

を
い
か
に
判
断
す
る
か
が
難

し
い
。
例
え
ば
、
お
客
さ
ま

が
露
天
風
呂
で
転
倒
し
た
場

合
に
、
施
設
側
に
１
０
０
％

の
責
任
あ
り
と
し
た
最
近
の

事
故
判
例
が
あ
っ
た
。
「
滑

る
か
ら
気
を
付
け
て
」
と
注

意
を
喚
起
す
る
だ
け
で
な

く
、
滑
ら
な
い
施
設
づ
く
り

と
同
時
に
、
万
一
の
事
故
に

対
し
て
普
段
か
ら
備
え
て
お

く
の
が
保
険
だ
。
起
き
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
私
ど

も
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

旅
ホ
連
保
険
と
相
談

室
の
活
用
へ
呼
び
掛
け
を
。

　
旅
館
に
関
わ
る
各
種
の
保

険
の
中
で
、
加
入
者
へ
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
の

は
私
ど
も
だ
け
だ
。
専
用
の

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
事
故

対
応
の
ほ
か
幅
広
い
相
談
に

応
じ
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
活

用
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
会

員
の
た
め
の
会
員
の
会
社
で

あ
り
、
会
員
に
寄
り
添
っ
た

保
険
と
し
て
、
保
険
料
や
補

償
内
容
の
刷
新
を
絶
え
ず
図

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を

再
認
識
い
た
だ
き
、
よ
り
多

く
の
会
員
の
加
入
を
お
願
い

し
た
い
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
、
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
日
常
業
務
で
起
こ

り
や
す
い
施
設
事
故
、
生
産
物

事
故
、
受
託
物
事
故
を
総
合
的

に
補
償
す
る
「
旅
館
ホ
テ
ル
ワ

イ
ド
保
険
」
と
、
宿
泊
客
の
過

失
に
よ
る
破
損
事
故
を
補
償
す

る
「
宿
泊
客
個
人
賠
償
責
任
保

険
」
を
基
本
に
旅
ホ
連
会
員
専

用
の
施
設
賠
償
責
任
保
険
を
展

開
。
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
故

事
例
か
ら
、
こ
れ
ら
の
保
険
で

は
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
被
害
を
補

償
す
る
補
完
保
険
９
種
と
さ
ら

に
、
よ
り
広
い
カ
バ
ー
範
囲
を

提
供
す
る
特
約
も
開
発
し
て
い

る
。

　
今
年
度
（
２
０
１
５
保
険
年

度
）
も
、
基
本
保
険
の
旅
館
ホ

テ
ル
ワ
イ
ド
保
険
の
一
部
補
償

額
を
拡
充
し
、
加
入
施
設
が
従

来
と
変
わ
ら
な
い
保
険
料
で
よ

り
充
実
し
た
補
償
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
。
拡
充
し
た
の

は
、
加
入
数
の
最
も
多
い
Ｂ
１

タ
イ
プ
と
Ｃ
１
タ
イ
プ
の
生
産

物
事
故
の
１
事
故
あ
た
り
補
償

限
度
額
。
そ
れ
ぞ
れ
、
従
来
の

２
億
円
を
３
億
円
に
増
額
し

た
。

　
支
払
保
険
金
額
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
（
２
０
１
４
保
険

年
度
）
の
事
故
件
数
と
支
払
保

険
金
を
み
る
と
、
件
数
は
４
６

３
３
件
（
対
前
年
１
０
５
・
０

％
）
、
支
払
保
険
金
は
５
億
７

６
１
５
万
円
（
同
１
１
１
・
７

％
）
で
、
前
年
度
（
２
０
１
４

保
険
年
度
）
に
比
べ
事
故
件
数

も
保
険
金
も
増
加
し
た
。
こ
の

う
ち
、
件
数
で
は
宿
泊
客
個
人

賠
償
責
任
保
険（
１
８
８
４
件
、

全
体
の

・
７
％
）
が
例
年
通

り
最
も
多
く
、
支
払
保
険
金
で

も
受
託
物
（
駐
車
場
事
故
）
と

駐
車
場
保
険
（
合
計
１
億
５
４

０
９
万
円
、全
体
の

・
７
％
）

が
例
年
同
様
最
も
多
い
。

　
事
故
内
容
を
み
る
と
、
従
業

員
に
よ
る
運
転
ミ
ス
が
事
故
の

大
半
を
占
め
る
。
ま
た
、
最
近

で
は
従
業
員
の
誘
導
ミ
ス
に
よ

る
損
傷
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
。
同
社
で
は
「
忙
し
い
時
ほ

ど
基
本
に
戻
っ
て
忠
実
に
。
大

切
な
お
預
か
り
物
と
の
認
識
で

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
を
な
く
し
て
ほ

し
い
」
と
、
注
意
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　
な
お
、
駐
車
場
で
の
自
動
車

の
盗
難
・
損
傷
事
故
は
旅
館
ホ

テ
ル
ワ
イ
ド
保
険
の
受
託
物

（
駐
車
場
事
故
）
で
補
償
さ
れ

る
。
契
約
タ
イ
プ
に
よ
り
、
１

事
故
当
た
り

～
１
０
０
万
円

の
補
償
が
あ
る
。
こ
れ
を
超
え

る
補
償
は
補
完
保
険
の
駐
車
場

保
険
で
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
近
年
は
自
動
車
の
高
級
化
、

代
車
使
用
な
ど
で
、
旅
館
ホ
テ

ル
ワ
イ
ド
保
険
で
は
補
償
し
き

れ
な
い
事
故
も
多
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
連
事
業
で
は
、
こ
れ
ら
を
補

完
す
る
駐
車
場
保
険
の
加
入
を

勧
め
て
い
る
。

　
食
中
毒
は
、
利
用
客
に
食
事

を
提
供
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
に

と
っ
て
も
大
き
な
リ
ス
ク
と
言

え
る
。

　
昨
年
度
は
食
中
毒
事
故
で


件（
対
前
年
１
１
５
・
１
％
）、

３
０
９
５
万
円
（
対
前
年

・

７
％
）
と
件
数
増
、
保
険
金
減

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
度

起
き
る
と
被
害
者
へ
の
損
害
賠

償
だ
け
で
な
く
、
信
頼
と
売
り

上
げ
の
回
復
ま
で
多
大
な
時
間

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
費
用
が
必
要

と
な
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
で
は
食

中
毒
事
故
が
起
き
た
際
の
補
償

も
充
実
し
て
い
る
。
利
用
客
へ

の
損
害
賠
償
関
係
は
旅
館
ホ
テ

ル
ワ
イ
ド
保
険
が
補
償
す
る
。

ま
た
、
被
災
者
対
応
や
お
詫
び

広
告
な
ど
に
か
か
わ
る
各
種
費

用
に
つ
い
て
は
災
害
時
被
災
者

対
応
保
険
、
休
業
に
よ
る
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
営
業
損
失
に
関
し

て
は
食
中
毒
・
特
定
感
染
症
休

業
補
償
保
険
で
補
償
す
る
。

　
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
場

合
に
は
、
旅
館
ホ
テ
ル
ワ
イ
ド

保
険
の
「
初
期
対
応
費
用
」
で

見
舞
金
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら

に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
レ
ジ
オ
ネ

ラ
な
ど
の
特
定
感
染
症
（
１
、

２
、
３
類
）
発
生
時
の
消
毒
費

用
を
補
償
す
る
「
施
設
消
毒
費

用
担
保
特
約
」
の
加
入
も
薦
め

て
い
る
。

　
会
員
の
強
い
要
望
に
よ
り
発

売
し
た
「
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆
除
費

用
保
険
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
支
払
い
保
険
金
は

件
で

７
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
支
払
い
限
度
額
は
１
事
故
３

０
０
万
円
で
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

で
の
ト
コ
ジ
ラ
ミ
（
南
京
虫
）

の
発
生
に
よ
り
、
施
設
が
汚
染

さ
れ
た
場
合
の
駆
除
費
用
や
代

替
宿
泊
費
用
が
支
払
わ
れ
る
。

ま
た
、
自
主
的
な
駆
除
、
消
毒

の
保
険
金
は
支
払
わ
れ
な
い
の

で
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

の
指
定
業
者
の
利
用
が
必
要
と

な
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
で
は
こ
こ

数
年
の
訪
日
外
国
人
の
増
加
に

伴
い
、
特
に
外
国
人
客
受
け
入

れ
の
多
い
施
設
で
は
ト
コ
ジ
ラ

ミ
に
よ
る
事
故
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
る
の
で
加
入
を
勧
め
て

い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
医
療
通
訳
保

険
は
、医
療
機
関
で
の
、

医
師
、
看
護
師
ら
と
外

国
人
宿
泊
客
の
間
の
電

話
通
訳
費
用
を
保
険
金

で
支
払
う
も
の
。
電
話

通
訳
を
利
用
し
た
場

合
、
医
療
機
関
ま
で
の

交
通
費
も
実
費
（
限
度

額
３
千
円
）
を
保
険
金

で
支
払
う
。

　
電
話
通
訳
は
、英
語
、

韓
国
語
、
中
国
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
場
合
は

時
間

３
６
５
日
対
応
。
外
国

人
宿
泊
客
を
受
け
入
れ

る
際
に
は
心
強
い
内
容

だ
。

　
事
故
発
生
時
は
、
事
故
受
付

窓
口
と
し
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
専

用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
と
専
任

担
当
者
を
設
置
し
、
夜
間
、
休

日
も
初
期
対
応
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
を
東
京
海
上
日
動
火
災

保
険
で
実
施
し
て
お
り
、
よ
り

安
心
、
安
全
な
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

保
険
と
し
て
加
入
の
促
進
を
図

っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
２
０
１

６
年

月
か
ら
の
新
保
険
年
度

か
ら
、
旅
館
ホ
テ
ル
ワ
イ
ド
保

険
の
タ
イ
プ
を
整
理
し
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
商
品
構
成
と
す

る
。
補
償
内
容
と
し
て
は
、
施

設
事
故
の
１
事
故
あ
た
り
補
償

限
度
額
を
大
幅
に
拡
充
し
、
一

部
タ
イ
プ
で
は
受
託
物
事
故
や

初
期
対
応
費
用
の
拡
充
も
す

る
。

　
ま
た
、
補
完
保
険
の
利
益
補

償
保
険
の
補
償
を
可
変
（
現
行

は
喪
失
利
益
の
１
０
０
％
を
補

償
）
で
き
る
設
定
と
す
る
と
と

も
に
、
最
近
の
自
然
災
害
の
増

加
に
対
応
し
て
、
新
た
に
利
益

補
償
保
険
の
特
約
と
し
て
「
自

然
災
害
見
舞
金
特
約
」
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
す
る
。
詳
し
く
は
、

７
月
に
配
布
予
定
の
２
０
１
６

保
険
年
度
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保

険
の
ご
案
内
」に
掲
載
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業

で
は
、
全
国
各
支
部
の
宿
泊
増

売
連
絡
会
な
ど
で
事
業
の
案
内

と
し
て
「
保
険
説
明
会
」
や

「
保
険
事
故
事
例
勉
強
会
」
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｃ
↓
Ｒ
Ｅ
Ｘ
端
末

　
２
０
１
６
年

月
か
ら
、
既

存
の
端
末
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
（
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
）
を
利

用
し
た
新
「
Ｃ
↓
Ｒ
Ｅ
Ｘ
」
に

無
料
で
入
れ
替
え
る
。
Ｑ
Ｕ
Ｉ

Ｃ
Ｐ
ａ
ｙ
、ｉ
Ｄ
、Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
、

ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
、
楽
天
Ｅ
ｄ
ｙ

の
電
子
マ
ネ
ー
や
、
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
、
訪
日
外
国
人
向
け

に
は
自
国
通
貨
建
て
決
済
サ
ー

ビ
ス
（
Ｄ
Ｃ
Ｃ
）
に
も
無
料
で

機
能
の
追
加
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
Ｃ
↓
Ｒ
Ｅ
Ｘ
端
末

を
導
入
し
、
か
つ
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
一
括
加
盟
店
決
済
サ

ー
ビ
ス
」を
申
し
込
ん
だ
場
合
、

Ｃ
↓
Ｒ
Ｅ
Ｘ
端
末
の
「
Ｆ
３
」

キ
ー
を
押
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
処

理
を
行
う
と
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
マ

ス
タ
ー
カ
ー
ド
、

Ｊ
Ｃ
Ｂ
の
う
ち
セ

ゾ
ン
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、

Ｃ
Ｆ
、ア
プ
ラ
ス
、

モ
デ
ル
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
手
数
料
率
が

２
・

％
に
な
る
。

決
済
手
数
料
率
が

低
く
な
る
た
め
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
側

の
経
費
削
減
に
つ

な
が
る
。

　
Ｃ
↓
Ｒ
Ｅ
Ｘ
の

導
入
、利
用
に
は
、

端
末
設
置
管
理

料
、
工
事
費
込
み

で
３
万
２
４
０
０
円
の
初
期
費

用
と
１
６
２
０
円
の
月
額
端
末

利
用
料
が
か
か
る
。
た
だ
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
一
括
加
盟

店
決
済
サ
ー
ビ
ス
（
Ｆ
３
）
の

利
用
が
月
間
１
０
０
万
円
以
上

に
な
る
と
月
額
端
末
利
用
料
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
負
担
す
る
。
ま
た
、

端
末
ロ
ー
ル
紙
は
無
料
と
な
っ

て
い
る
。


